
関 東 甲 信 越 支 部

部 長 中 村 陽 一

（ １ ） 支 部 会 員 募 集

関 東 甲 信 越 支 部 会 員 を 募 集 し て お り ま す 。 2 0 2 4 年 の 支 部 で の 活 動 に ぜ ひ 、

ご 参 加 い た だ き 「 死 の 臨 床 」 に 関 し て の 学 び を 深 め 、 会 員 相 互 の 連 携 、 顔 の

見 え る 関 係 を 構 築 し て い き ま し ょ う 。

2 0 2 4 年 1 月 、現 在 ： 本 部 ＋ 支 部 会 員 が 1 2 7 名 お ら れ ま す 。そ の ほ か 関 東 甲

信 越 支 部 の み の 登 録 会 員 が 5 9 名 の 合 計 1 8 6 名 が 所 属 さ れ て お り ま す 。

い つ で も 入 会 希 望 を 受 け 付 け て お り ま す 。

（ ２ ） 第 3 1 回 関 東 甲 信 越 支 部 大 会 の ご 案 内

日 時 ： 2 0 2 4 年 6 月 2 日 （ 日 ）

会 場 ： 山 梨 県 立 大 学 池 田 キ ャ ン パ ス 講 堂 （ 山 梨 県 甲 府 市 ）、 ハ イ ブ リ ッ ド 形

式

テ ー マ ： 死 の 臨 床 に お け る 回 復 す る 力 - 疲 れ て い る あ な た へ の 支 え -
大 会 長 ： 阿 部 文 明 、 前 澤 美 代 子

プ ロ グ ラ ム

特 別 講 演 １

「 あ の 世 と こ の 世 の 受 け 止 め 方 」 乾 徳 山 恵 林 寺 住 職 古 川 周 賢 老 大 師

特 別 公 演 ２

「 死 」 か ら 「 生 」 を 見 つ め る 生 き 方 清 水 研 （ が ん 研 有 明 病 院 腫 瘍 精 神 科

部 長 ）

ア ン ガ ー マ ネ ジ メ ン ト 茅 野 久 美 （ 山 梨 県 立 看 護 学 部 講 師 ）

マ イ ン ド フ ル ネ ス 髙 宮 有 介 （ 昭 和 大 学 医 学 部 客 員 教 授 ）

事 前 申 し 込 み を 4 月 2 6 日 ま で 受 付 中 。現 地 参 加 は 3 0 0 名 定 員 で 事 前 申 し 込

み を さ れ ま す と 、 昼 食 付 き に な り ま す 。

（ ３ ） 支 部 会 員 の 皆 様 へ

第 4 9 回 日 本 死 の 臨 床 研 究 会 年 次 大 会 を 2 0 2 6 年 に 関 東 甲 信 越 支 部 が 担 当 す

る こ と に な り ま し た 。大 会 長 を 中 村 陽 一（ 東 邦 大 学 医 学 部 ）と 前 澤 美 代 子（ 山

梨 県 立 大 学 看 護 学 部 ） が 務 め る 予 定 で す 。

支 部 役 員 の 皆 様 と 実 行 委 員 会 を 準 備 し 、ま ず は 関 東 甲 信 越 で の 開 催 場 所 の

検 討 を 開 始 し ま し た 。

【 関 東 甲 信 越 支 部 事 務 局 】

〒 1 4 3 - 8 5 4 0
東 京 都 大 田 区 大 森 西 6 - 1 1 - 1
東 邦 大 学 医 療 セ ン タ ー 大 森 病 院 緩 和 ケ ア セ ン タ ー 内

担 当 ： 福 永 容 子
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